
2
0
2
3
年
度
第
7
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
報
告

横
浜
商
科
大
学
で
は
、卒
業
生
の
方
々
に
母
校
を
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、ま
た
本
学
の一層
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、定
期
的
に
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
、大
学
と
卒
業
生
と
の
交
流
の
場
を
設
け
て
お

り
ま
す
。2
0
0
9
年
10
月
に
第
1
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
て

か
ら
、2
0
2
3
年
度
で
7
回
目
に
な
り
ま
す
。な
お
、前
回
の
第
6
回
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
観

点
か
ら
開
催
を
断
念
し
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
第
5
類

に
移
行
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、こ
の
度
晴
れ
て
11
月
4
日（
土
）に
、第
7
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
催
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
役
の
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
も
兼
ね
て
、本
学
の
大
学
祭（
飯
山
祭
）の
開
催
日
と
合
わ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、横
浜
商
科
大
学
同
窓
会
と

共
催
す
る
こ
と
で
同
窓
会
の
総
会

に
参
加
さ
れ
た
方
が
、ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
で
き
る
よ
う
な
時
間
帯
に
設
定

い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で

は
、卒
業
生
だ
け
で
は
な
く一
緒
に

来
ら
れ
た
ご
家
族
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用

意
し
ま
し
た
。例
え
ば
、プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
横
浜
F
C
と
本
学
の

学
生
が
協
力
し
、子
ど
も
を
対
象

と
し
た「
サ
ッ
カ
ー
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」を
実
施
し
た
他
、新
し
い
研
究
棟（
新

8
号
館
）の
お
披
露
目
を
兼
ね
た
施
設
の

見
学
会
、プ
ロ
奏
者
に
よ
る
手
回
し
オ
ル
ガ

ン
の
演
奏
、卒
業
生
か
ら
い
た
だ
い
た
お
品

も
交
え
た
抽
選
会
、硬
式
野
球
部
に
よ
る

報
告
会
、等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
懇
親
会
に
お
い
て
は
、お
食
事
や
お
飲
み
物
の
他
、海
外
を
含
め
日
本

全
国
に
あ
る
同
窓
会
の
支
部
会
か
ら
お
送
り
い
た
だ
い
た
数
々
の
名
産
物
も

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
は
、卒
業
生
と
そ
の
同
伴
者
、松
本
英
二

元
理
事
長
を
は
じ
め
と
し
た
退
職
者
も
お
見
え
に
な
り
、合
わ
せ
て
1
0
0

人
を
超
え
る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。懇
親
会
の
会
場
は
、旧
友
や

恩
師
と
いっ
た
懐
か
し
い
方
々
と
の
再
会
の
場
と
な
り
ま
し
た
。懇
親
会
の
最

後
に
は
参
加
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
す
る
な
ど
、和
気
藹
々
と
和
や
か
な

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、非
常
に
盛
況
で
し
た
。

こ
の
度
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
盛
況
の
う
ち
に
無
事
開
催
で
き
ま
し

た
の
も
、卒
業
生
の
皆
様
の
母
校
に
対
す
る
熱
い
想
い
と
、同
窓
会
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
賜
物
で
あ
る
と
、厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

次
回（
第
8
回
）の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
回
参
加
が
難
し

か
っ
た
方
も
、是
非
お
越
し
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、大
学
教
職
員一同
、心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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T
O
P
IC 1

YCC Hot Information

第
4
回
女
子
学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
ゆ
る
ふ
わ
サ
ロ
ン
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

4
月
5
日（
水
）、こ
の
春
横
浜
商
科
大
学
に
入
学
し
た

新
1
年
生
を
対
象
に「
第
4
回
女
子
学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
　

ゆ
る
ふ
わ
サ
ロ
ン
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
新
1
年
生
を
含
め
た

約
40
名
の
学
生
が
イ
ベ
ン
ト
へ
参

加
。先
輩
学
生
と
の
フ
リ
ー
ト
ー

ク
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、三
菱
U
F
J
銀
行
に
よ
る「
大

学
生
の
消
費
者
デ
ビ
ュ
ー
！
ク
レ
カ
ラ
イ
フ
の
は
じ
め
か

た
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
じ
て
女
子
学
生

同
士
の
交
流
を
深
め
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

T
O
P
IC 3

A
I
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を

―
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

ス
タ
ー
ト
―

本
学
で
は
、2
0
2
3
年
度
春
学
期
よ
り
全
学
生
を

対
象
と
し
た「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、情
報
を
も
と
に
新
た
な
価
値
創
造
や
課
題

解
決
を
行
う
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
で
、「
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス・A
I
」に
関
す
る
知
識・技
能
を
習
得
し
、情

報
倫
理
の
必
要
性
を
理
解
し
た
上
で
、社
会
に
お
け
る

課
題
解
決
の
た
め
に
基
礎
的
な
デ
ー
タ
活
用
を
実
践

で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

T
O
P
IC 5

﹇
高
大
連
携
﹈

横
浜
商
科
大
学
は
那
須
高
校
と
高
大
連
携
に

関
す
る
協
定
を
結
び
、第
1
回
目
の
出
前
授

業
を
実
施
し
ま
し
た

5
月
25
日（
木
）栃
木

県
立
那
須
高
等
学
校
に

お
い
て
、横
浜
商
科
大

学
と
那
須
高
等
学
校
と

の
高
大
連
携
事
業
に
関

す
る
協
定
の
調
印
式
、

第
1
回
目
の
出
前
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
高
大
連
携
事
業

は
、大
学
と
高
校
の
教

育
交
流
を
通
じ
て
、高

校
生
の
視
野
を
広
げ
、

高
校
生
の
進
路
に
対
す
る
意
識
や
学
習
意
欲
を
高
め

る
と
と
も
に
、大
学
教
育
の
求
め
る
学
生
像
及
び
教
育

内
容
へ
の
高
校
生
の
理
解
を
深
め
、高
校
教
育・大
学

教
育
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

ま
す
。

那
須
高
等
学
校
に
は

観
光
リ
ゾ
ー
ト
科
が
あ

る
こ
と
か
ら
、本
学
と

は
観
光
分
野
を
中
心
と

す
る
出
前
授
業
を
と
お

し
て
、高
大
連
携
事
業

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

T
O
P
IC 2

東
本
ゼ
ミ
　

国
際
交
流
基
金
の「
交
流
学
習
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」を

通
じ
て
発
展
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
交
流

東
本
ゼ
ミ
で
は
国
際
交
流
基
金
の「
交
流
学
習
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
」を
通
じ
て
、中
国・河
北
工
業
大
学
や
韓
国・建

国
大
学
、台
湾・致
理
科
技
大
学
、ア
メ
リ
カ・ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

大
学
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
校
と
、メ
ー
ル
や
Z
o
o
m
を
通
じ

て
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
国
際

交
流
と
し
て
2
0
2
1
年
よ
り
C
O
I
L
協
働
授
業
を
展

開
、さ
ま
ざ
ま
な
国
の
大
学
と
のFlat Stanley Project

に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
回
は
そ
の
内
の
1
校
で
あ
る
中

国・河
北
工
業
大
学
か
ら「
往
来
が
困
難
な
時
期
で
も
友
情
と

語
学
学
習
の
意
欲
を
育
ま
れ
た
御
礼
」と
し
て
十
二
支
の
栞

や
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
パ
ン
ダ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

と
い
っ
た
贈
り
物
が
届
き
ま
し
た
。

T
O
P
IC 4

永
野
智
久
准
教
授
の
研
究
テ
ー
マ
が

公
益
財
団
法
人
J
K
A
の
研
究
助
成
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
公
益
財
団
法
人
J
K
A
よ
り
競
輪
公

益
資
金
に
よ
る
体
育
事
業
そ
の
他
の
公
益
の
増
進
を
目

的
と
す
る
事
業
に
関
す
る
研
究
補
助
の
募
集
に
関
し
て
、

商
学
部
経
営
情
報
学
科
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

永
野
研
究
室
の
永
野
智
久
准
教
授
の「
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
の
競
技
能
力
向
上
に
お
い
て
、既
存
の
体
力
的
な
側
面

で
は
な
く
、心
理
的
な
側
面
か
ら

オ
ー
プ
ン
ス
キ
ル
に
お
い
て
重
視
さ

れ
る
認
知
的
な
ス
キ
ル
の
獲
得
を

促
進
す
る
た
め
の
有
益
な
情
報
を

得
る
こ
と
」を
目
的
と
す
る
研
究

テ
ー
マ
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。



新任教員紹介

令和5年度 新任教員紹介 ※五十音順です。役職等は令和5年度入職時のものを記載しています。

本学に着任された先生方をご紹介いたします。 

教授　田中 辰雄
【研究分野】

情報通信産業の産業組織論

准教授　久保 輝幸
【研究分野】

科学史、医学史

教授　原 郁代
【研究分野】

財務会計論・企業法

T
O
P
IC 6

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
竹
田
ゼ
ミ
が
、

老
舗
遊
園
地
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
の
四
角
い

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
で
販
売
実
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た

5
月
30
日（
水
）本
学
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
で
、観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

監
修
の
も
と
竹
田
ゼ
ミ
の
学
生
た

ち
が
、新
潟
県
阿
賀
野
市
に
あ
る

老
舗
遊
園
地「
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル

ド
」で
販
売
し
て
い
る「
四
角
い

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」で
販
売
実
習
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は

本
学
が
取
り
組
む
総
合
教
養
教
育
の一環
と
し
て
、地
域
の

特
産
品
の
販
売
を
通
じ
、商
学
の
学
び
を
実
践
し
て
い
ま

す
。竹
田
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
は
、四
角

い
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
が
サ
ン
ト
ピ
ア

ワ
ー
ル
ド
で
販
売
さ
れ
た
背
景
や
、学

生
自
ら
納
品
か
ら
販
売
に
至
る
ま
で

の一連
の
商
売
の
流
れ
を
実
践
し
、商

学
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

T
O
P
IC 7

「
横
浜
商
科
大
学
の
収
容
定
員
の
増
加
に

係
る
学
則
変
更
」が
認
可
さ
れ
ま
し
た

5
年
8
月
30
日
、文
部
科
学
省
よ
り「
横
浜
商
科
大
学

の
収
容
定
員
の
増
加
に
係
る
学
則
変
更
」が
、認
可
さ
れ

ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

収
容
定
員
1
3
4
0
名
と
な
り
ま
し
た
。今
回
の
認
可

を
う
け
、令
和
6
年
度
商
学
科
の
募
集
定
員
は
1
8
0

名
と
な
り
ま
す
。

T
O
P
IC 8

浙
江
工
商
大
学
と「
学
術
文
化
交
流
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

12
月
5
日（
火
）、横
浜
商
科
大
学
と
浙
江
工
商

大
学
と
の「
学
術
文
化
交
流
に
関
す
る
協
定
」の
調

印
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。調
印
式
に
は
、浙
江
工

商
大
学
よ
り
副
学
長
趙
英
軍
氏
他
4
名
、本
学
か

ら
は
羽
田
功
副
学
長
他
4
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
両
大
学
の
文
化
交
流
を

強
化
し
、教
学
と
学
術
の
協
力
体
制
を
促
進
す
る

事
を
目
的
に
、今
後
は
学
生
及
び
教
職
員
の
相
互

派
遣
や
相
互
の
研
究
活
動
の
推
進
等
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

T
O
P
IC 9

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
清
掃
活
動
に
取
り
組
む

―
ラ
グ
ビ
ー
部
が「
み
ど
り
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
―

12
月
10
日（
日
）『
み
ど
り
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』が
開
催
さ
れ
、本
学
か
ら
は
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
に
所
属
す
る
学
生
6
名
が
参
加
し
ま
し

た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、横
浜
市
緑
区
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
活
動
で
、ご
み
拾
い
に
よ
る
美
化
活
動
と

環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
啓
発
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。参
加
者
は
、横
浜
市
緑
区
の
小
学
生
と
区
内
に

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
、東
京

工
業
大
学
、横
浜
創
英
大
学
、横
浜
商
科
大
学
の
学

生
。参
加
者
は
赤
い「
サ
ン
タ
帽
」か
ぶ
り
、中
山
駅

周
辺
と
緑
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
み
ど
り
ー

む
」で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
学
生
た
ち
か
ら
の
呼
び

か
け
に
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
つ

い
で
学
ん
で
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

YCC Hot Information



横浜商科大学報 Vol.93　発行：横浜商科大学 アドミッション・広報部　発行日：令和6年2月13日

令和4年度 
決算

令和5年度

（単位：千円） （単位：千円）

 
予算

教
育
活
動
収
支

収
入

学生生徒等納付金 1,418,099 1,467,979

手数料 22,637 30,280

寄付金 13,625 5,000

経常費等補助金 152,178 130,150

付随事業収入 25,281 28,360

雑収入 36,138 37,180

教育活動収入計 1,667,958 1,698,949

支
出

人件費 810,518 874,908

教育研究経費 571,683 650,153

管理経費 196,018 205,679

教育活動支出計 1,578,219 1,730,740

教育活動収支差額 89,739 △ 31,791

教
育
活
動
外
収
支

収
入

受取利息・配当金 39,956 45,000

教育活動外収入計 39,956 45,000

支
出

借入金等利息 3,380 3,380

教育活動外支出計 3,380 3,380

教育活動外収支差額 36,576 41,620

経常収支差額 126,315 9,829

特
別
収
支

収
入

資産売却差額 48,226 10,000

その他の特別収入 5,885 0

特別収入計 54,111 10,000

支
出

資産 処分差額 72,688 10,000

その他の特別支出 0 0

特別支出計 72,688 10,000

特別収支差額 △ 18,577 0

〔予　　備　　費〕 5,000

基本金組入前当年度収支差額 107,738 4,829

基本金組入額合計 △ 537,968 △ 176,817

当年度収支差額 △ 430,230 △ 171,988

前年度繰越収支差額 △ 1,270,414 △ 1,942,173

基本金取崩額 0 0

翌年度繰越収支差額 △ 1,700,644 △ 2,114,161

（参考）

事業活動収入計 1,762,025 1,753,949

事業活動支出計 1,654,287 1,749,120

令和4年度 
決算

令和5年度 
予算

収 入 の 部
学生生徒等納付金収入 1,418,099 1,467,979
手数料収入 22,637 30,280
寄付金収入 13,655 4,500
補助金収入 152,731 130,150
資産売却収入 833,405 663,000
付随事業・収益事業収入 25,281 28,360
受取利息・配当金収入 39,956 45,000
雑収入 36,129 37,180
前受金収入 553,640 433,550
その他の収入 493,189 541,164
資金収入調整勘定 △ 486,369 △ 430,340
前年度繰越支払資金 977,119 1,356,886

収入の部 合計 4,079,472 4,307,709
支 出 の 部
人件費支出 807,147 839,562
教育研究経費支出 455,201 534,750
管理経費支出 184,816 192,981
借入金等利息支出 3,380 3,380
借入金等返済支出 38,220 38,220
施設関係支出 370,343 43,790
設備関係支出 40,842 75,111
資産運用支出 1,492,879 502,000
その他の支出 357,250 321,000
資金支出調整勘定 △ 84,493 △ 148,353
〔予　　備　　費〕 5,000

翌年度繰越支払資金 413,887 1,900,268
支出の部 合計 4,079,472 4,307,709

資産の部 負債及び純資産の部
固定資産 11,707,415 固定負債 965,194
流動資産 462,245 流動負債 707,101

基本金 12,198,009
繰越収支差額 △ 1,700,644

資産の部合計 12,169,660 負債及び純資産の部合計 12,169,660

事業活動収支計算書

横浜商科大学 令和4年度決算および令和5年度予算

資金収支計算書

令和5年3月31日現在


